






















都 野 尚 典 訳








2007) の冒頭､ ｢概説：ルネッサンスの展開｣ の後半部分である｡
本論集10巻１号 (2008年３月刊) 所収の､ 前半部分は､ ｢ルネッサンスの展開｣､ ｢経済的
景観の変貌｣､ ｢理論的状況の変化｣ の各項からなり､ 1997年のアジア通貨危機以後､ 地域統
合の深化と経済成長のスピードアップと社会変革を進めるこの地域の現状を概括し､ この現
状分析の中で､ 新らしい現代成長理論を展開するものであった｡
本号に示すその後半部分は､ ｢中所得国の罠の克服｣､ ｢第３の統合へ｣ の各項からなり､
危機をバネに顕著な成長を遂げた東アジアが､ その結果直面する事となった ｢中所得国地域｣
として抱える問題を提示し､ 克服すべき具体的課題を示している｡ そこでの理論的支柱は､
｢規模の経済｣ と ｢統合｣ であり､ それらは中所得段階への成長の鍵となったが､ 同時に､
その罠を象徴する ｢格差｣ や ｢汚職｣ の構造もまた､ それに起因することを明らかにして
いる｡
本号所収部分の目次は以下の通りである (前号記述訳と若干変更している)｡
中所得国の罠の克服 貿易と技術 発想と技術革新 金融とリスク 都市と活力 国民的結合と
格差 汚職 成長､ 重力､ および摩擦

































































る)､ 企業レベル (例えば､ 企業内研究開発
[Ｒ＆Ｄ] 能力の活用) および広義の経済レベ
ル (都市集積) において生まれる｡ 産業技術家
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出 (2	2％) が見られ､ 国際的に比較してみる
と､ さらにこれを強める形で､ この支出
の増加速度が高くなっている｡ しかし､ 中所得
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出所：筆者算出




























































なはち､ カンボジャ (56％)､ インドネシア


























































｢人の支配｣ が大きく一掃され､ ｢法の支配｣ が
















































































重力が､ 貿易､ 技術革新､ 金融的結合に見出さ


















































多 様 化 の 進 展 必 要 な 戦 略
比較優位の開発から  規模の経済の開発へ 新たな領域 優先政策
貿易特化 労働集約的輸出産業  部品および加工品貿易 地域的生産ネットワーク 運輸体系
発 想 と
人的資本
基礎および中等教育  高等専門教育 地域的な知識浸透 科学者と技術者の育成
経済管理 貯蓄率の向上と経常
収支赤字の縮小




















































































































が､ 都市の非効率性､ 社会の不安定性､ 政府汚
職などのよって浪費されるなら､ 成長の持続が




多 様 化 の 進 展 必 要 な 戦 略
｢市場の働き｣ から ＋ ｢市場の失敗の調整｣ へ 緊急課題 優先政策
都市集積 巨大都市 ＋ 中小都市 都市の混雑 結束した中小都市
社会的空
間的効果
非熟練労働賃金の拡大 ＋ 都市技能労働の拡大 格差 社会的サービスの充実
























 			(2002) は､ 規模の
経済に関する部門解説をおこなっている｡









 世界銀行のカンボジア､ 中国､ インドネシ









































 例えば､ 汚職の認識指標にかかる､ 国際透
明性､ 	
	1+	(2005)お
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